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るとでも思ってゐるのですか。」デイヴイドは険しい眼で弟を見つめ
た。モオリスの顔は少し蒼ざめてきた。しばらく二人は沈黙しつゞけ
た。

　　「モオリス。また何を考えていゐるのだい。」
　　「僕は、いま夜だから、あの南阿の征服者の墓のまはりで、猛獣の吼

える声や足音がひびき、石のうへを蛇が這う音がしてゐるだろうとお
もてゐたよ。やつぱり僕は風土病にかかつて変になつてゐるようだ。」

　　デイヴィドは、弟の額に掌を当ててみた。そのとに、開いた扉を通じ
て隣の部屋の妹の声が聞こえてきた。

　　（中略）
　　その声は非常に突然な、甲高い，失神から眼醒めたあとの叫びのよう

な響きをもつてゐた。そして、他のものも皆，暗い夢からさめたよう
に、その懐郷の声に聴入った。 （阿部知二、299）

これはむろん、知二の創作で、史実そのものではないだろう。しかし、知
二が表現していることは、まさしく周囲の戸惑いを代弁したものだ。ドイ
ルのエディプス的な葛藤により実現された合理主義的な精神には、「暗い
夢」という不確定要因も孕んでいたのだ。だからこそ、秘密結社などとい
う「不気味なもの」に惹かれたのかも知れないが、しかし、ここから先は
多重決定論の世界である。

註

 テクストはペンギン版による。ページ数はその番号である。書誌を参考の事。
１） イギリス文学における結社、クラブの存在は、もう少し考慮されてもいい
のではないだろうか。ヨーロッパでは結社と言えば、フリー・メイソンなど
が思いつくが、これは宮廷政治などと結びつき、エリート性、貴族性が強い。
イギリスでは、その分、社交クラブも多く、市民生活に根差したものと思わ
れる。そのためクラブへの言及は、本文中にも記した通り、かなり頻繁に見
られる。ディケンズ以外はチェスタトン（G. K. Chesterton）の『奇商クラブ』
（The Club of Queer Trades, 1905），『木曜日だった男』（The Man who was 
Thursday, 1908）があり、これはエドワード朝のクラブ文学である。コンラッ
ド（Joseph Conrad）の『秘密諜報部員』（The Secret Agent, 1907），『西欧の眼
下のもとに』（Under Western Eyes, 1910）も同時期である。ヴィクトリア朝
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ヴィクトリア朝世紀末の性と政

ではスティーヴンスンの『新アラビア夜話』（New Arabian Nights, 1882）に
所収の「自殺俱楽部」（“The Suicide Club”）が有名である。こうした、クラブ、
結社の存在は、テロ行為と結びつく。ヴィクトリア朝文学のテロについては、
次を参照。Barbara Arnett Melchiori, Terrorism in the Late Victorian Novel (London. 
Croom Helm, 1985)

２） 阿部知二のこの作品は昭和６年３月号の『改造』に発表され、後に短編集
『微風』に収録されている。その前年にドイルが没しているので、この作品
は事実上、ドイルへのオマージュだったと思われる。
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